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チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で

勝
利
を
呼
び
込
む

控
恭
亀
壌
鶴

弓
道

女
子

・
テ
ニ
ス
女
子

弓
道
は
県
立
佐
世
保
武
道
場
で
６
月
５
・
６
・
７

日
の
３
日
間
行
わ
れ
た
。
１
立
目
幻
射
１０
中
と
ま
ず

ま
ず
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
が
、
２
立
目
ま
さ
か
の

６
中
と
予
選
通
過
が
不
安
な
状
況
と
な
っ
た
。
「今

日
は
早
く
帰
っ
て
休
め
」
と
い
う
監
督
の
指
示
で
気

分
を
一新
し
て
臨
ん
だ
２
日
目
の
３
立
目
は
１２
中
と

自
信
を
回
復
し
、
予
選
６
位
で

準
々
決
勝
に
進
ん
だ
。
準
々
決

勝
で
も
、
８
中
、
１０
中
と
ま
ず

ま
ず
の
調
子
を
維
持
し
予
選
か

ら
の
総
得
点
で
４
位
に
浮
上
、

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決

め
た
。
こ
の
時
点
で
ト
ッ
プ
は

大
村
城
南
で
他
を
寄
せ
付
け
な

い
強
さ
で
あ
っ
た
。

３
日
目
は
、
準
々
決
勝
を
勝

ち
進
ん
だ
大
村
城
南
、
佐
世
保

西
、
西
陵
、
佐
世
保
北
４
校
に

よ
る
総
当
た
り
の
対
抗
戦
を
２

回
、
計
６
立
で
優
勝
が
争
わ
れ

た
。
第
１
試
合
対
大
村
城
南
に

は
１０
対
８
で
勝
ち
、
２
試
合
目

の
面
陵
も
１３
対
９
、
３
試
合
目

の
佐
世
保
西
に
１１
対
７
で
勝
利
、

前
半
戦
を
終
え
て
ト
ッ
プ
に

た
っ
た
。
し
か
し
、
優
勝
は
す

ん
な
り
と
は
決
ま
ら
ず
、
後
半

戦
の
第
４
試
合
７
対
１０
と
大
村

城
南
に
敗
れ
、
５
試
合
目
の
西

陵
に
は
９
対
８
と
勝
っ
た
も
の

の
、
優
勝
が
決
ま
る
佐
世
保
西

戦
に
８
対
１０
と
敗
れ
、
こ
の
時

点
で
優
勝
は
大
村
城
南
の
も
の

と
思
わ
れ
た
。

し
か
し
、
大
村
城
南
が
最
終

戦
で
西
陵
に
敗
れ
た
た
め
、
４

戦
２
敗
で
佐
世
保
西
と
並
び
、

総
的
中
鶴
中
対
磁
中
の
４
本
差

で
優
勝
が
佐
世
保
北
高
に
転
が

り
込
ん
だ
。
県
選
抜
大
会
で
個

人
優
勝
し
た
小
野
静
、
植
田
望

美
、
千
北
奈
穂
子
、
山
崎
原
子

な
ど
の
３
年
生
を
中
心
に
、
都

員
全
員
で
呼
び
込
ん
だ
優
勝
で

あ
っ
た
。

予
選
リ
ー
グ

ー
立
目
　
　
１０
中

２
立
目
　
　
６
中

３
立
目
　
　
１２
中

合
計
得
点
　
舞
中

６
位
で
準
々
決
勝
ヘ

準
々
決
勝

１
立
目
　
　
８
中

２
立
目
　
　
１０
中

合
計
得
点
　
奄
中

４
位
で
決
勝
リ
ー
グ
ヘ

決
勝
り
Ｉ
グ
４
勝
２
敗

佐
世
保
西
高
と
同
率
勝
利
だ

が
総
的
中
数
が
弱
対
弘
中
で
佐

世
保
北
が
優
勝
。

部
長

一
丸
で
！
！
！

！ち
仲
間
」を
感
じ
た

喜
多
主
将
　
談

優
勝
が
決
ま

っ
た
瞬
問
は 今 日は早 く帰 って休め !

設
鐙
劇
鼈
ん
劇
騒

「
や
っ
た
あ
―
」
と
い
う
気
持

ち
と

「本
当
に
県
下
で
一
番
に

な
っ
た
の
か
」
と
い
う
信
じ
ら

れ
な
い
気
持
ち
が
交
錯
し
た
。

と
に
か
く
嬉
し
か
っ
た
。

弓
道
を
や
っ
て
良
か
っ
た
こ

と
は
、
部
員
が

一
九
と
な
っ
て

色
々
な
こ
と
を
や
っ
て
、
み
ん

な
を

「伸
問
」
と
感
じ
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
だ
。
逆
に
吉
し

か
っ
た
こ
と
は
、
冬
は
す
ご
く

実
く
て
足
が
霜
焼
け
に
な
っ
た

り
し
た
こ
と
と
、
自
分
の
思
う

よ
う
な
射
が
で
き
な
く
て
、
的

に
当
た
ら
な
か
っ
た
と
き
だ
。

九
州
大
会
　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
の
目
標
は
、
そ
の
場
そ
の
場

で
一
番
の
射
が
で
き
る
こ
と
で

す
。
そ
う
し
た
ら
、
結
果
も
自

然
に
つ
い
て
く
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
九
州
大

会
は
７
月
１０
日
　
Ｈ
日
、
名
切

の
県
立
弓
道
場
で
あ
る
の
で
応

援
に
来
て
く
だ
さ
い
。

新
人
戦
シ
ン
グ
ル
ス
優
勝
の

大
串
秋
穂
、
３
位
の
寺
岡
百
合

に
、
昨
年
全
九
州
ダ
ブ
ル
ス
３

位
の
双
子
の
姉
妹
濱
田
真
美

愛
実
を
加
え
た
強
カ
メ
ン
バ
ー

で
臨
ん
だ
佐
世
保
北
は
決
勝
戦

で
は
、
昨
年
優
勝
の
向
陽
を
２

対
０
で
圧
倒
し
て
昨
年
の
雪
辱

を
呆
た
し
、
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

２
回
戦
は
長
崎
東
と
対
戦
し

２
対
０
で
快
勝
。
続
く
準
々
決

勝
は
小
浜
と
対
戦
２
対
０
で
勝

ち
、
準
決
勝
で
は
長
崎
女
子
商

を
２
対
１
で
倒
し
、
決
勝
で
昨

年
の
覇
査
円
陽

と
対
戦
し
た
。

第
？
ン
ン
グ

ル
ス
演
田
愛
実

は
向
陽
の
主
将

福
田
に
苦
し
み

な
が
ら
も
、
第

１
セ
ッ
ト
３
対

４
か
ら
３
ゲ
ー

ム
を
追
取
し
、

６
１
４
で
勝
ち

取
る
と
、
第
２
セ
ッ
ト
は
相
手

を
寄
せ
付
け
ず
０
１
０
で
圧
倒

し
た
。
第
１
シ
ン
グ
ル
ス
の
大

串
も
エ
ー
ス
の
実
力
を
発
揮
し
、

向
陽
の
エ
ー
ス
川
津
に
６
１
４
、

６
１
１
で
勝
ち
、
優
勝
を
決
め

た
。
ダ
ブ
ル
ス
寺
岡
　
演
回
真

は
１
セ
ツ
ト
を
危
な
げ
な
く
先

取
し
、
２
セ
ッ
ト
ロ
４
１
３
の

時
点
で
う
ち
切
り
と
な
っ
た
。

実
力
者
揃
い
の
女
子
テ
エ
ス
部

の
九
州
大
会
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

で
の
活
躍
も
期
待
し
た
い
。

Ｓ

Ｄ

大串秋穂は順当勝ち

大申・寺同組は2位

優勝をよろこぶ選手たち 6/7 景 崎新聞より掲載シングルス大活躍 演 田愛実選手

シ
ン
グ
ル
ス
も

！
！

！　
　
　
　
大
串
秋
穂
が
優
勝

！　
　
一
！預
田
愛
実
は
３
位

７
日
に
行
わ
れ
た
シ
ン
グ
ル

ス
で
は
新
入
戦
　
選
抜
大
会
と

連
続
優
勝
を
続
け
た
大
串
秋
穂

が
実
力
を
発
揮
し
て
優
勝
。
団

体
戦
と
の
２
冠
を
勝
ち
取

っ

た
。
１
年
の
演
田
愛
実
も
実
力

を
見
せ
、
３
位
入
っ
た
。

一ダ
‐ブル
ス
に
優
構
を
出
す
！

！　
！
大
串
一持
綱
！！組
は
弾
掻
勝

を医
一制
覇
を
目
指
し
た
ダ
ブ

ル
ス
は
向
陽
ペ
ア
に
接
戦
で
敗

れ
、
３
冠
は
果
た
せ
な
か
っ
た
。

一
大
埠
秋
穏
ｔ
れ
に
間
く

０
　
優
勝
を
果
た
し
た
感
想

Ａ
　
去
年
向
陽
に
負
け
て
優
勝

を
逃
し
て
し
ま
っ
た
分
、
今
年

は
勝
て
た
の
で
嬉
し
か
っ
た
で

す
。
０
　
今
大
会
で
、
１
番
苦
し

か
っ
た
試
合
は
，

Ａ
　
団
体
の
長
崎
女
子
商
戦
が

苦
し
か
っ
た
で
す
。

Ｑ
　
テ
エ
ス
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
７

Ａ
　
遊
び
で
幼
稚
国
か
ら
。
本

格
的
に
始
め
た
の
は
、
父
の
勧

め
で
小
学
４
年
生
に
な
っ
て
か

０
　
目
標
と
す
る
プ
レ
イ
ヤ
ー

は
？
Ａ
　
セ
レ
ナ
　
ウ
イ
リ
ア
ム
ス

み
た
い
な
攻
撃
的
な
選
手
を
目

指
し
た
い
。

０
　
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
良
か
っ

た
こ
と
は
，

Ａ
　
ま
ず
は
、
勝
負

に
勝

つ

喜
び
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
。
そ
れ
か
ら
、
友
遣
が
た
く

さ
ん
で
き
た
こ
と
で
す
。

０
　
日
頃
、
心
が
け
て
い
る
こ

と
は
，

Ａ
　
自
分
の
課
題

（足
を
動
か

す
こ
と
）
を
心
が
け
て
練
習
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
　
九
州
大
会

・
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
の
抱
負
は
？

Ａ
　
メ
ン
バ
ー
も
そ
ろ
っ
て
い

る
の
で
、九
州
で
は
ベ
ス
ト
４
、

全
国
で
は
ベ
ス
ト
８
を
目
標
に

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
今
ま
で
の
練
習
で
培
っ
た

自
分
ら
し
さ
が
出
せ
れ
ば
い
い

で
す
ね
。

フ

オ

る
音
だ
け
が
聞
こ
え
て
く
る
…

な
ん
と
も
理
想
的
な
朝
の
読
書

の
時
間
だ
が
現
実
に
は
そ
う
は

い
か
な
い
。
パ
ン
注
文
係
は
金

額
を
数
え
、
中
に
は
自
習
す
る

者
や
十
分
に
な
っ
て
か
ら
廊
下

に
本
を
取
り
に
行
く
者
ま
で
い

る
。
そ
し
て
先
生
の

「読
書
を

し
ろ
」
の
声
で
渋
々
読
書
に
か

か
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は

よ
く
全
校
集
会
や
学
年
集
会
で

も
取
り
上
げ
ら
れ
る
問
題
で
あ

る
。
な
ぜ
八
時
十
分
に
読
書

を
始
め
ら
れ
な
い
の
か
。
理
由

は
生
徒
側
と
教
師
側
の
こ
つ
あ

る
。　
一
つ
目
の
生
徒
側
の
問
題

は
ひ
と
え
に
自
覚
の
足
り
な
さ

が
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
中

学
校
か
ら
朝
の
読
書
を
し
て
い

る
者
も
い
る
と
い
う
の
に
、
前

日
の
宿
題
に
追
わ
れ
、
係
り
の

仕
事
に
追
わ
れ
…
そ
の
時
に
き

ち
ん
と
や
っ
て
お
け
ば
ど
ち
ら

も
済
む
問
題
で
あ
る
。
も
う

一

つ
の
教
師
側
の
問
題
は
、
読
書

を
そ
の
時
間
に
す
る
先
生
と
し

な
い
先
生
が
存
在
す
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
た
と
え
読
む
時

間
は
少
な
か
ろ
つヽ
と
も
律
儀
に

本
を
開
く
先
生
も
い
れ
ば
、
は

た
ま
た
生
徒
に
大
声
で
注
意

し
に
来
た
は
い
い
が
、　
一
度
生

徒
が
読
書
を
始
め
た
の
を
確
認

す
る
と
、
自
分
は
空
を
眺
め
る

先
生
も
い
る
。
手
に
は
本
す
ら

持
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は

第

一
の
理
由
で
あ
る
生
徒
が
読

書
を
で
き
な
い
こ
と
に
繋
が
っ

て
い
く
。
話
は
戻
る
が
、
こ
の

二
つ
に
共
通
す
る
こ
と
、
そ
れ

は

「や
る
べ
き
時
に
、
や
る
べ

き
事
」
を
や
っ
て
い
な
い
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う
。
朝
の
読
書
の

為
に
自
分
で
本
を
選
ぶ
。
心
を

静
め
、
た
だ
自
分
の
前
の
活
字

に
の
み
精
神
を
集
中
す
る
。
そ

の
こ
と
で
日
々
え
て
く
る
新
し
い

世
界
。
精
神
の
集
中
で
得
ら
れ

る
心
の
ゆ
と
り
。
た
か
が
十
分

さ
れ
ど
十
分
。
先
生
も
生
徒
と

と
も
に
本
を
読
ん
で
み
て
は
い

か
が
だ
ろ
う
か
？

男
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
は
島

原
市
復
果
ア
リ
ー
ナ
で
行
わ
れ

た
。
１
回
戦
３．
対
１６
と
西
れ
を

圧
倒
し
、
２
回
戦
口
加
も
抑
対

‐５
と
順
当
に
勝
ち
進
ん
だ
佐
世

保
北
は
、
準
決
勝
で
一脩
敵
長
崎

日
大
と
対
戦
し
た
。

前
半
９
対
１１
の
接
戦
で
折
り

返
し
、
後
半
で
巻
き
返
し
を

図
っ
た
が
、
北
高
の
ベ
ー
ス
で

試
〈
Ｆ
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
ず
１５

対
み
で
、
ま
た
も
や
３
位
に
終

わ
っ
た
。

こ
の
数
年
全
国
レ
ベ
ル
で
活

躍
す
る
理
浦
、
長
崎
日
大
両
校

の
壁
が
厚
く
、
な
か
な
か
決
勝

に
進
め
な
い
が
、
新
人
戦
こ
そ

は
先
輩
の
悔
し
さ
を
晴
ら
し
二

強
を
倒
し
て
欲
し
い
。

推載式で選手宣誓する林主将
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山
根

・
麻
生
の
フ
ン
・
ツ
ー

・
フ
ィ
ニ
ッ
シ
ュ
な
ら
ず

ゴ

ー
ル
直
前
、
先
頭

の
山
根
歩
行
違
反
で
央
格

８

田

田

園

回

団

用

―――

円

円

Ｕ

４ ８
００
０ ０

Ｍ Ｍ

一３２
曲
一　

で
北
九
州
大
会

ヘ

杉
原

・
樋
口
・
渡
部

・
一
ノ
間
で
５
位

北
九
州
大
会
ヘ

Ω
囲
四
圏
日
日
閲
円
日
円
Ｕ

韓
む
む
密
岱
岱
む
歳
奪
む
寄
的
む
０
翁
翁
お
む
寄
寄
む
む
韓
魯
奪
母
寄
８
密
韓
韓
密
む
む
お
お
お
韓
寄
密

陸
上
部
陸
上
部
は
従
来
の
願
間
の
渡

崎
先
生
に
加
え
、
４
月
よ
り
尾

崎
先
生
を
迎
え
、
目
先
の
試
合

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
県
高

総
体
を
目
標
に
み
っ
ち
り
と
練

習
を
し
て
き
た
。
大
会
初
日
の

男
子
４
０
０
ｍ
決
勝
に
、
樋
口

宜
孝
が
進
出
。
最
後
の
直
線
で

３
人
を
か
わ
し
て
３
位
で
フ
ィ

ニ
ッ
シ
ュ
。
さ
い
先
の
良
い
ス

タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

期
待
さ
れ
た
女
子
３
０
０
０

ｍ
Ｗ
で
は
、
２
年
の
山
根
あ
ず

さ
が
先
頭
を
歩
き
な
が
ら
歩
行

達
反
で
失
格
に
な
り
、
２
位
で

歩
い
て
い
た
麻
生
唯
が
優
勝
を

飾
っ
た
。
ワ
ン
　
ツ
ー

・
フ
イ

ニ
ッ
シ
ュ
を
狙
っ
て
い
た
の
で

残
念
な
結
果
と
な
っ
た
。

３
日
目
の
男
子
８
０
０
ｍ
で

は
樋
口
宜
孝
が
先
頭
を
走
っ
て

い
た
が
、
ラ
ス
ト
で
か
わ
さ
れ

た
が
２
位
に
く
い
こ
ん
だ
。

男
子
４
×
４
０
０
ｍ
Ｒ
は
準

決
勝
で
青
雲
　
長
崎
高
山
　
島

原
と
当
た
り
、
ラ
ス
ト
の
混
戦

を
２
年
の
一
ノ
間
が
抜
け
出
し
、

翌
日
の
決
勝
へ
と
進
ん
だ
。
決

勝
は
一凝
終
日
の
最
終
種
目
で
１

走
杉
原
　
２
走
樋
日
・
３
定
渡

部

，
４
走

一
ノ
間
で
つ
な
ぎ
５

位
に
入
賞
し
た
。
県
大
会
６
位

ま
で
が
参
加
し
た
北
九
州
大
会

麻
生

（３
０
０

Ｍ
Ｗ
）

３
位

欄
口

（８
０
０

Ｍ
）
　

４
位

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
る

3000 MWで 3
長崎新聞 6/18よ り掲載

活
躍
が
期
待
さ
れ
た
男
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
は
佐
世
保
市
を
会
場

に
行
わ
れ
た
。
会
場
が
近
く
と

い
２
」と
も
あ
っ
て
生
徒
　
保

護
者

・
先
生
と
達
日
た
く
さ
ん

の
応
援
を
繰
り
出
し
た
。
初
戦

の
２
回
戦
は
島
原
南
を
臨
対
拓

と
圧
倒
し
た
。
３
回
戦
は
長
崎

北
陽
台
と
対
戦
し
常
に
先
行
し
、

勢
対
る
と
危
な
げ
な
く
勝
利
を

お
さ
め
た
。
同
じ
日
の
午
後
に

ベ
ス
ト
４
を
か
け
て
強
豪
海
星

と
対
戦
し
た
。
試
合
開
始
五
分

前
ま
で
は
３
点
シ
ュ
ー
ト
が
面

白
い
よ
う
に
決
ま
っ
た
が
、
そ

の
後
は
相
手
の
ガ
ー
ド
が
堅
く
、

な
か
な
か
ゴ
ー
ル
下

に
入
れ
ず
、
逆
に
相

手
の
オ
フ
ェ
ン
ス
に

切
り
込
ま
れ
、
点
差

が
次
第
に
開
き
、
最

終
的
に
は
４５
対
崎
で

敗
退
し
た
。
日
標
と

し
た
ベ
ス
ト
４
に
進

出
し
、
決
勝
リ
ー
グ

を
体
育
文
化
館
で
や

る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
が
、
力

一
杯

の
プ
レ
ー
を
見
せ
て

く
れ
た
。

斡
強
韓
窃
韓
む
０
台
韓
ｅ
確
む
韓
韓
む
お
苺
韓
む
岱
む
密
韓
命
台
餞
書
斡
寄

今
年
の
水
泳
部
は
例
年
よ
り

部
員
が
少
な
く
、
リ
レ
ー
種
目

な
ど
で
吉
載
し
た
。

男
子
の
酌
ｍ
自
由
の
立
石
は

実
力
を
発
揮
し
て
、
５
位
に
入

賞
。
原
も
１
０
０
ｍ
自
由
　
二

２
０
０
ｍ
自
由
と
３
位
　
４
位

と
力
を
出
し
て
入
賞
し
、
九
州

大
会
へ
の
出
場
を
決
め
た
。
今

村

立
石
　
原
　
末
竹
で
臨
ん

だ
男
子
４
０
０
ｍ
Ｍ
Ｒ
は
最
後

の
泳
者
が
★
爺
的に
抜
か
れ
７
位

に
終
わ
っ
た
。
同
じ
メ
ン
バ
ー

で
出
場
し
た
、
４
０
０
ｍ
Ｒ
も

８
位
に
な
り
、
九
州
大
会
へ
の

出
場
は
叶
わ
な
か
っ
た
。

２
対
０
島
原
中
央

２
対
０
島
原
農

０
対
２
諌
早

（ベ
ス
ト
８
）

個
人

（シ
ン
グ
ル
ス
）

近
藤
希
、
郡
浦
宏
明
、

福
元
裕
大
郎
　
２
回
戦
敗
退

前
田
昌
徳
　
　
３
回
戦
敗
退

林
　
一男
射
　
　
４
回
戦
敗
退

（ダ
ブ
ル
ス
）

」
坤
永
川
内
組
、回
崎
・山
口
組

２
回
戦
敗
退

林

・
坂
梨
組
　
３
回
戦
敗
退

女
子
団
体

２
回
戦
　
２
対
０
長
崎
東

３
回
戦
　
２
対
０
小
浜

準
決
勝
　
２
対
１
≡貴
崎
窒
嵩

決
　
勝
　
２
対
０
向
陽

優
勝

（九
州
大
会

・
イ
ン
タ

ー
ハ
イ
出
場
）

個
人（シ
ン
グ
ル
ス
）

大
串
秋
穂
　
優
勝

（九
州
大
会

女
子
　
団
往
寧
手

１
回
戦
　
３
対
１
猶
興
範

２
回
戦
　
２
対
３
長
崎
西

個
人
組
手

大
久
保
華
子
　
３
位

（九
州
★
公告
出
場
）

高
木
良
枝
　
　
３
回
戦
敗
退

大
田
優
子
　
　
２
回
戦
敗
退

佐
野
ユ
カ
リ
　
ー
回
戦
敗
退

【Ａ
レ
ー
ボ
ー
ル
】

男
子１
回
戦
　
２
対
０
西
陵

２
回
戦
　
２
対
０
長
崎
水
産

３
回
戦
　
０
対
２
上
五
島

女
子１
回
戦
　
２
対
０
純
心

【卓

　

球
】

男
子
団
体

１
回
戦
　
３
対
０
中
五
島

２
回
戦
　
３
対
２
上
五
島

３
回
戦
　
０
対
３
長
崎
東

女
子１
回
戦
　
０
対
３
長
崎
東

【ラ
ブ
ビ
ー
】

１
回
戦
　
３．
対
５
島
原

２
回
戦
　
０
対
貶
長
峰
工

【サ
ツ
カ
ー
】

１
回
戦
　
６
対
０
長
崎
式
見

２
回
戦
　
０
対
０
大
村

（Ｐ
Ｋ
勝
ち
）

８
回
戦
　
２
対
４
鎮
西

【柔

　

遺
】

男
子
団
体
予
選
リ
ー
グ

４
対
１
　
長
崎
西

４
対
１
　
海
星
　
予
選
通
過

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ー
回
戦
　
０
対
５
佐
世
保
西

個
人
男
子

∞
蛇
級

江
口
　
陽
　
４
回
戦
敗
退

野
中
聡
哉
　
３
回
戦
敗
退

衝
蛙
級

井
出
皓

一
、
森
　
雄
馬

１
回
戦
敗
退

硲
監
級

西
川
　
学
　
３
回
戦
敗
退

８．
敗
級

田
口
敦
士
　
準
々
決
勝
敗
退

足
立
琢
哉
　
１
回
戦
敗
退

【バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

男
子２
回
戦
　
瑚
対
拓
島
原
南

３
回
戦
　
蝕
対
拘
長
崎
北
陽
台

準
々
決
勝
　
布
対
崎
海
星

（ベ
ス
ト
８
）

女
子１
回
戦
　
７
対
６‐
大
村

【弓
　
　
道
】

男
子
　
予
選

１
立
目
　
幻
射
７
中

２
立
目
　
刻
射
１１
中

３
立
目
　
刻
射
８
中

予
選
敗
退

女
子
　
予
選

１
立
目
　
抑
射
１０
中

２
立
目
　
抑
射
６
中

３
立
目
　
２０
射
１２
中

予
選
通
過

準
々
決
勝

１
立
目
　
２０
射
１０
中

２
立
目
　
抑
射
９
中

４
位
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

ー
回
戦
　
１２
対
１１
★
爺
”城
南

２
回
戦
　
１１
対
１０
西
陵

３
回
戦
　
１２
対
１１
佐
世
保
西

４
回
戦
　
８
対
１４
大
村
城
南

５
回
戦
　
１０
対
８
西
陵

６
回
戦
　
８
対
１０
佐
世
保
西

４
勝
２
敗
　
総
的
中
で
佐

世
保
西
を
上
回
り
優
勝

（九
州
大
会
　
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
）

【パ
ド
ミ
ン
ト
ン
】

男
子
団
体

１
回
戦
　
３
対
０
長
崎
明
誠

２
回
戦
　
３
対
０
大
村

準
々
決
勝
　
０
対
３
創
成
館

（ベ
ス
ト
８
）

個
人⌒ダ
ブ
ル
ス
）

黒
島
　
迎
組
　
１
回
戦
敗
退

濱
田

・
末
永
組
　
２
回
摯
堅
準

（シ
ン
グ
ル
ス
）

黒
島
　
亮
　
２
回
戦
敗
退

今
鹿
倉
広
光
　
２
回
戦
敗
退

演
田
圭
翼
　
準
々
決
勝
敗
退

（ベ
ス
ト
８
）

女
子
団
体

１
回
戦
　
３
対
２
長
崎
北

２
回
戦
　
０
対
３
長
崎
女
子

個
人

（ダ
ブ
ル
ス
）

小
原
　
浜
崎
組
　
２
回
騨
磐
〓

福
田
　
磯
本
組
　
２
回
夢
整
距

（シ
ン
グ
ル
こ

磯
本
睦
美
　
２
回
戦
敗
退

中
里
祐
子
　
２
回
戦
敗
退

福
田
　
梓
　
２
回
戦
敗
退

【体

　

操
〕

団
体
　
４
位

個
人
　
天
羽
隆
史
究
州
大
会
出
を

【鋼
　
　
道
】

男
子
団
体
　
予
選
リ
ー
グ

２
対
２
さ
杢習

（本
数
負
け
）

２
対
３
議
早
農

予
選
リ
ー
グ
敗
退

個
人末
竹
信
貴
　
２
回
戦
敗
退

女
子
団
体
　
予
選
リ
ー
グ

４
対
０
国
見

３
対
０
長
崎
エ

ー
対
０
佐
世
保
東
翔

２
次
リ
ー
グ
ヘ

ー
対
３
島
原

１
対
０
謙
早

１
勝
１
敗
で
敗
退

個
人松
山
沙
織
　
準
々
決
勝
敗
退

（九
州
大
会
出
揚

【ラ
イ
フ
ル
射
喜
】

エ
ア
ー
ラ
イ
フ
ル

男
子
団
体
　
予
選
敗
退

ピ
ー
ム
ラ
イ
フ
ル

男
子
団
体
　
予
選
敗
退

女
子
団
体
　
予
選
敗
退

【水

　

逮

男
子四
百
混
リ
レ
１
　
７
位

今
村

・
立
石
　
原
　
末
竹

的
自
由
　
立
石
壁
半
　
５
位

Ю
自
由
　
原
　
康
孝
　
３
位

加
自
由
　
原
　
康
孝
　
４
位

如
リ
レ
１
　
　
　
　
　
８
位

今
村

立
石
　
原

，
末
竹

女
子
二
百
個
人
メ
ド
レ
ー

佐
藤
笛
実
　
７
位

６
位
ま
で
は
九
州
大
会
出
場

【陸
　
　
上
】

男
子四
百
米
　
樋
口
宜
孝
　
３
位

人
百
米
　
極
口
宜
孝
　
２
位

一
ノ
問
大
輔

準
決
勝
敗
退

百
米
　
杉
原
央

一　
準
一藤
監

千
五
百
競
歩山
田
大
輔
　
１１
位

酒
井
鉄
夫
　
１２
位

四
百
米
リ
レ
ー
　
準
番
鰹
一出

渡
部

杉
原
ニ

ノ
間

味
志

千
六
百
米
リ
レ
１
　
　
５
位

杉
原

樋
口

渡
部
ニ

ノ
間

五
千
米
永
見
聡
一
郎

２５
位

女
子三
千
競
歩
・　
麻
生
唯
　
優
勝

６
位
ま
で
は
北
九
州
大
会
出
場

【ン
フ
ト
テ
ニ
ス
】

男
子
団
体

２
回
戦
　
１
対
２
長
崎
明
誠

個
人
佐
々
木
　
田
口
組
２
回
戦
敗
退

女
子
団
体

１
回
戦
　
３
対
０
五
島

２
回
戦
　
２
対
１
壱
岐
商

３
回
戦
　
２
対
０
松
浦

準
々
革摩
　
０
対
２
佐
世
保
商

（ベ
ス
ト
８
）

個
人
小
田

。
久
保
田
組
１
回
戦
敗
退

福
田
　
富
澤
組
　
２
回
戦
敗
退

中
村

・
久
田
組
　
３
回
戦
敗
追

【野
　
　
球
】

Ｎ
Ｈ
Ｋ
杯
佐
世
保
地
区
大
会

１
回
戦
　
１
対
０
壱
岐

２
回
戦
　
３
対
２
佐
世
保
西

３
回
戦
　
Ｍ
対
７
件
遭
香
旨

準
決
勝
　
４
対
１５
佐
世
保
実

３
位
決
定
戦
　
０
対
７
西
海

４
位
　
・県
大
会
ヘ

県
大
会
１
回
戦
　
２
対
６
理
浦

官
ア
ニ
ス
を
豊
巨

団
体１
回
戦
　
３
対
０
型
嬉
暫
登

２
回
戦
　
０
対
２
宮
崎
商

（ベ
ス
ト
８
）

個
人

（シ
ン
グ
ル
ス
）

漬
田
愛
実
　
　
１
回
戦
敗
退

大
串
秋
穂
　
　
２
回
戦
敗
退

（ダ
ブ
ル
ス
）

寺
岡
，大
串
組
１
回
戦
敗
退

【磁

上

部
】

女
子
３
０
０
０
Ｍ
Ｗ

麻
生
　
唯
　
３
位

（イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
）

男
子
８
０
０
Ｍ

樋
口
宜
孝
　
４
位

（イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
）

男
子
４
０
０
Ｍ

樋
日
宜
孝
　
予
選
落
ち

男
子
４
×
４
０
０
Ｍ
Ｒ

杉
原

樋
口

渡
部
上

ノ
間

予
選
落
ち

空
手
部

・粧
義
志
ｒ
，■
ヽ

示
し
た
空
手
男
子
は
、
１
回
戦

島
原
工
業
に
５
対
０
と
圧
勝
し

た
も
の
の
、
２
回
戦
で
言
宮〓に

１
対
３
と
思
わ
ぬ
敗
退
を
喫
し

た
。個
人
組
手
で
は
鳥
越
義
隆
、

福
原
史
修
が
３
位
、
５
位
に
入

賞
し
、
九
州
大
会
へ
の
出
場
を

決
め
た
。

猶
興
館
に
３
対
１
と
勝
っ
た
も

の
の
、
２
回
戦
で
長
崎
西
に
２

対
３
と
惜
敗
し
た
。

し
か
し
、
個
人
組
手
で
大

久
保
華
子
が
３
位
に
入
賞
、
九

州
大
会
へ
の
出
場
を
勝
ち
取
っ

た
。欺モ

佐
世
保
南
で
行
わ
れ
た
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
男
子
も
連
日
多
く
の

応
援
が
駆
け
つ
け
た
。
１
回
戦

永
益
前
監
督
率
い
る
長
崎
明
誠

に
３
対
０
、
２
回
戦
大
村
に
３

対
０
と
パ
ー
フ
ェ
ク
ト
に
勝
ち

進
ん
だ
が
、
準
々
決
勝
で
は
創

成
館
に
０
対
３
と
破
れ
、
ベ
ス

ト
８
に
終
わ
っ
た
。

個
人
戦
の
Ｓ
で
は
３
年
生
の

演
田
圭
翼
が
ベ
ス
ト
８
に
勝
ち

進
ん
だ
。

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
）

韓
む
韓
奪
韓
命
母
韓
総
８

寵

中

相
浦
の
佐
世
保
市
総
合
グ
ラ

ウ
ン
ド
テ
エ
ス
コ
ー
ト
で
あ
っ

た
女
子
ソ
フ
ト
テ
エ
ス
は
１

回
戦
五
島
に
３
対
０
、
２
回
戦

壱
岐
商
に
２
対
１
、
３
回
戦
松

浦
に
２
対
０
と
順
当
に
勝
ち
進

み
、
準
々
決
勝
で
宿
敵
佐
世
保

商
と
対
戦
し
た
。
練
習
試
合
で

は
ほ
ぼ
三
角
に
戦
う
も
の
の
、

本
番
で
は
０
対
２
と
完
敗
し

た
。督
緩

星
声

団
体
は
４
位
。

個
人
で
天
羽
隆
史
が
九
州
大

〈
ネ
ヘ
。

【テ

エ
ス

〕

男

子

団

体

１
回

戦

２

回

戦

３
回

戦

３
位

（九
州
大
会
出
場
）

（ダ
ブ

ル
ス
）

寺
岡
　
大
串
組
　
準
優
勝

（九
州
★
公会
出
場
）

【Ａ
ン
ド
ポ
ー
ル
】

男
子１
回
戦

２
回
戦

準
決
勝
３
位

女
子１
回
戦

【冒

】

国
各
組
手

１
回
戦

２
回
戦

個
人
組
手

鳥
越
　
・

３．
対
距
西
海

抑
対
１５
口
加

‐５
対
教
長
崎
日
大

７
対
１２
長
崎
西

福
原
　
史
修
　
５
位

（九
州
大
会
出
場
）

石
川
　
　
誠
　
３
回
戦
敗
退

武
中
孝
志
郎
　
２
回
戦
敗
退

個
人
型
石
川
　
誠
　
５
位

末
次
龍
大
　
１
回
戦
敗
退

５
対
０
島
原
工

１
対
３
音
筆

義
隆
　
３
位
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ｅ
む
む
織
寄
む
０
む

寄
命
む
韓
的
奪
密

母
母
母
命

命
的
韓
岱
密
命
寄
奪
韓
爺
台
む
奪
む
奪
む
寄
寄
翁

生
徒
会
長
　
郡
浦
　
宏
明
君

に
開
会
式
で
の
歓
迎
挨
拶
を
終

え
て
の
感
想
を
聞
一き
ま
し
た
。

Ｑ
　
！挨
拶
は
、
ど
ん
な
こ
と
を

念
頭
に
置
い
て
考
え
ま
し

た
か
。

Ａ
　
第

一
に
選
手
を
温
か
い
気

持
ち
で
歓
迎
し
、
佐
世
保

と
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
を

説
明
し
て
、
そ
の
風
土
と

人
々
の
様
子
を
紹
介
し
よ

う
と
思
い
ま
し
た
。
少
し

で
も
選
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
上
が
っ
て
く
れ
れ

ば
と
、
激
励
す
る
言
葉
も

入
れ
ま
し
た
。
同
時
に
自

分
に
も
言
い
聞
か
せ
ま
し

た
。

Ｑ
　
開
会
式
の
印
象

・
感
想
を

開
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

高
総
体
の
優
秀
選
手
や
優
勝

チ
ー
ム
が
脚
光
を
浴
び
る
影
に

大
会
や
選
手
を
支
え
て
く
れ
た

人
た
ち
が
沢
山
い
る
。
日
ご
ろ

あ
ま
り
注
目
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
こ
れ
ら
の
人
た
ち
に
、
苦
労

話
や
喜
び
な
ど
を
今
回
は
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
を
し
た
。

１
　
開
会
式
で
歓
迎
挨
拶
を
し

た
生
徒
会
長

２
　
マ
子ヽ
―
ジ
ャ
ー
と
し
て
三

年
間
活
動
し
た
人

３
　
開
会
式
で
演
奏
し
た
吹
奏

楽
部

４
　
開
会
式
の
プ
ラ
カ
ー
ド
係

５
　
開
会
式
で
接
待
や
救
護
を

担
当
し
た
人

６
　
一白『総
体
前
に
た
く
さ
ん
の

お
に
ぎ
り
や
レ
モ
ン
づ
け

を
作
っ
た
人

Ａ
　
行
進
が
と
て
も
良
か
っ
た

で
す
。
今
回
、
こ
の
よ
う

な
換
拶
の
機
会
に
恵
ま
れ

た
た
め
に
、
県
高
総
体
を

運
営
さ
れ
て
い
る
方
々
の

話
も
開
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
長
崎
県
の
行
進
は

全
国
的
に
見
て
も
非
常
に

レ
ベ
ル
が
高
く
、
特
に
今

年
Ｑ
笹
造
は
こ
こ
数
年
で

最
も
良
か
っ
た
そ
う
で
す
。

（行
進
の
善
し
悪
し
で
、

学
校
は
評
価
さ
れ
て
い
ま

す
―
）

ま
た
、
吹
奏
楽
や
マ
ー
チ

ン
グ
バ
ン
ド
や
バ
ト
ン
ト

ワ
リ
ン
グ
な
ど
様
々
な
部

が
こ
の
開
会
式
を
盛
り
上

げ
成
功
に
導
い
て
く
れ
ま

し
た
。
他
に
も
放
送
部
、

ポ
ス
タ
ー
、
標
語
を
考
え

て
く
れ
た
人
、
プ
ラ
カ
ー

ド
や
旗
を
持
っ
て
行
進
し

た
人
な
ど
全
員
の
力
が
結

集
し
た
開
会
式
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

十選
一手
を
受
え
泥
轡
鶴
岳

人
た
ち
に
聞
く

女
子
パ
レ
ー
ポ
ー
ル
部

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

３
年
　
佐
保
　
章
子

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
や
っ
て
１

番
よ
か
っ
た
こ
と
は
バ
レ
ー
部

の
み
ん
な
と
出
会
え
た
こ
と
で

す
。
何
で
も
言
い
合
え
る
最
高

の
仲
間
が
で
き
ま
し
た
。
線
習

は
き
つ
か
っ
た
け
ど
、
仲
間
の

大
切
さ
、
信
頼
、
喜
び
や
悲
し

み
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

辛
か

っ
た
こ
と
や
苦
労
し

た
の
は
、
み
ん
な
が
自
分
の

プ
レ
ー
で
悩
ん
で
い
る
と
き
に

力
に
な
れ
な
か
っ
た
と
き
や
先

生
に
怒
ら
れ
て
も
何
も
一言
え
な

か
っ
た
と
き
。
名
切
の
全
力
疾

走
は
き
つ
か
っ
た
１

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
誘
わ
れ
て

入
り
ま
し
た
。
バ
レ
ー
は
好
き

で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
も
憧
れ
て

い
ま
し
た
。

１

２
年
生
へ
。
こ
れ
か
ら

は
み
ん
な
の
番
で
す
。
ど
ん
ど

ん
力
を
つ
け
て
、
自
分
た
ち
の

パ
レ
ー
、
そ
し
て
負
け
な
い
バ

レ
ー
が
で
き
る
よ
う
に
項
張
っ

て
下
さ
い
。
心
か
ら
応
援
し
て

い
ま
す
。

男
子
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

３
年
　
中
島
　
　
茜

３
年
　
坂
本
　
由
衣

マ
不
―
ジ
ャ
ー
を
や
っ
て
１

番
よ
か
っ
た
こ
と
は
多
く
の
人

に
出
会
え
た
こ
と
。
多
く
の
人

と
出
会
え
た
こ
と
で
精
神
的
に

強
く
な
れ
た
と
思
い
ま
す
。
部

員
と

一
緒
に
ご
飯
を
食
べ
に

行
っ
た
り
、
遠
征
で
の
車
の
中

や
夜
が
楽
し
か
っ
た
。
ど
の
部

よ
り
も
部
員
と
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

の
伸
が
よ
か
っ
た
の
で
は
と
思

い
ま
す
。

辛
か
っ
た
こ
と
や
苦
労
し
た

の
は
、
き
員
の
悩
み
や
辛
さ
を

分
か
っ
て
あ
げ
よ
う
と
努
力
し

ま
し
た
が
う
ま
く
い
か
な
か
っ

た
と
き
で
す
。
部
員
と
の
色
々

な
ト
ラ
ブ
ル
が
多
く
、
と
て
も

大
変
で
し
た
。

佐
世
保
北
男
子
バ
レ
ー
が
強

か
っ
た
の
で
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を

し
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
レ
ー
は

好
き
で
し
た
。

１

２
年
生
へ
。
佐
世
保
北

男
子
バ
レ
ー
の
伝
統
を
決
し
て

絶
や
さ
な
い
で
重
旗
っ
て
下
さ

い
。
も
っ
と
も
っ
と
バ
レ
ー
を

愛
し
て
１
人
に
感
謝
す
る
こ
と

を
忘
れ
な
い
で
下
さ
い
。

閣
き
式
フ
ラ
カ
ー
ド
係

１
年

伊
豆
　
沙
織

総
科
大
付
属
の
プ
ラ
カ
ー
ド

を
持
ち
ま
し
た
。

係
り
を
し
て
辛
か
っ
た
こ
と

は
、
練
習
が
昼
休
み
に
あ
り
、

急
い
で
ご
飯
を
食
べ
な
け
れ
ば

い
け
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
（い

つ
も
食
べ
る
の
が
遅
い
）ま
た
、

ス
カ
ー
ト
で
行
進
す
る
の
で
、

足
を
上
げ
す
ぎ
ず
、
下
げ
す
ぎ

ず
と
い
う
の
が
難
し
く
苦
労
し

ま
し
た
。

開
会
式
は
と
て
も
監
張
し
ま

し
た
。
無
事
に
や
り
遂
げ
る
こ

と
が
で
き
て
、
ほ
っ
と
し
ま
し

た
。
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思

い
ま
す
。
１
年
　
自
原
　
白
佳

２
人
で
大
会
用
の
プ
ラ
カ
ー

ド
を
持
ち
ま
し
た
。

プ
ラ
カ
ー
ド
が
大
き
か
っ
た

互
い
の
音
を
合
わ
せ
る
た
め
に

話
す
よ
う
に
心
が
け
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
マ
ー
チ
ン
グ

バ
ン
ド
の
演
奏
が
と
て
も
素
晴

ら
し
か
つ
た
で
す
。
選
ヤ手
入
場

で
は
酌
分
く
ら
い
弾
き
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
、

想
像
以
上
に
大
変
で
し
た
。
す

ご
く
鍛
え
ら
れ
ま
し
た
。

寄
韓
母
苺

や
寄
密
中
寄
密
密
奪
金
む
母
母
韓
０
母
窃
韓
韓
命
奪
母
強

襲

蔀
３
年
　
堀
田
　
梨
京

南
高
で
合
同
練
習
を
１
回
、

相
浦
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
リ

ハ
ー
サ
ル
を

一
回
し
ま
し
た
。

普
段

一
緒
に
森
習
し
て
な

い
、
柿
拝
あ
生
徒
Ｌ
Ｓ
を
合
わ

せ
る
こ
と
に
苦
労
し
ま
し
た
。

最
初
は
堅
磯
し
て
、
な
か
な
か

話
が
で
き
な
か
っ
た
け
ど
、
お

緞

の
で
、
相
手
と
息
を
合
わ
せ
る

こ
と
が
難
し
か
っ
た
で
す
。

担
当
の
先
生
と
お
話
す
る
横

会
が
あ
り
、
そ
の
際

「行
進
の

様
子
で
、
学
校
の
雰
囲
気
が
分

か
る
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ
た
こ

と
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

中
体
違
と
は
違
っ
た
雰
囲
気
を

身
近
な
と
こ
ろ
で
感
じ
ら
れ
た

の
で
、
よ
い
体
験
で
し
た
。

密
確
翁
密
寄
歯
歯
む
む
０
韓
命

３
年
　
中
野
　
聡
子

行
進
出
を
弱
分
間
も
吹
き
続

け
る
の
は
意
外
と
大
変
で
し

た
。
選
手
の
人
達
が
歩
き
や
す

い
よ
う
に
テ
ン
ポ
を
保
つ
の
が

難
し
か
っ
た
で
す
。
リ
ハ
ー
サ

ル
も
あ
わ
せ
て
２
回
だ
け
合
同

練
習
し
ま
し
た
。

他
校
の
人
と
音
に
対
す
る
認

識
に
差
が
あ
り
、
最
後
ま
で
折

り
合
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
各
学

校
そ
れ
ぞ
れ
の
音
楽
が
あ
る
こ

と
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

選
手
の
皆
さ
ん
の
堂
々
と

し
た
行
進
が
と
て
も
か
っ
こ
よ

か
っ
た
で
す
。
雲

一
つ
な
い
晴

天
で
、
と
て
も
気
持
ち
よ
く
演

奏
で
き
ま
し
た
。
２
０
０
人
と

い
う
大
人
数
で
の
演
奏
は
迫
力

が
あ
り
、
ま
た
こ
つヽ
ｒ
２
磯
会

が
あ
れ
ば
是
非
参
加
し
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

変褒
韮
憂
釜
一短
嚢
変
一一一嚢
委
一一一一一委

ブ 評
需

・

榛

２
年
　
財
前
　
裕
美

接
待
係
で
、
来
賓
の
方
に
お

茶
を
出
し
ま
し
た
。

係
り
を
し
て
辛
か

っ
た
の

は
、
開
会
式
の
間

（二
時
間
）

中
、
ず
っ
と
立
っ
て
い
た
こ
と

で
す
。

「ど
こ
の
学
校
で
す
か
」
と

で
き
ま
し
た
。
北
高
の
体
育
の

る
と
、
中
学
生
の
様
子
な
ど
を
　
一　
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
、
あ
わ

尋
ね
ら
れ
た
の
で
北
高
と
答
え
　
一
た
こ
と
で
す
。
接
待
係
は
し
た

誰
籍
解
譲
談
ダ
削
一
製
まヵ、経
族
既
範
が

聞
か
れ
ま
し
た
。
本
部
か
ら
開

一　
て
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、

残
念
だ
っ
た
の
は
、
郡
浦
生
徒

一　
は
、
「お
疲
れ
さ
ま
で
す
。」
と

会
長
の
歓
迎
挨
拶
が
放
送
器
具

の
関
係
か
全
く
開
こ
え
な
か
っ

で
す
。
一
番
だ
と
思
い
ま
し
た
。　
一
先
生
が
休
憩
に
来
ら
れ
た
と
き

思
い
ま
し
た
。

北
中
は
１
年
生
ば
か
り
だ
が

市
中
体
違
に
も
入
場
行
進
及
び

個
人
競
技

（陸
上
　
空
手
　
水

泳
）
に
６
名
が
出
場
し
た
。

入
場
行
進
は
あ
名

（男
子
１３

名
、
女
子
セ
名
）
が
出
場
し
、

堂
々
の
行
進
を
見
せ
た
。
ま

た
、
陸
上
女
子
８
０
０

ｍ
に

出
た
副
島
衣
緒
里
は
２
分
鶴
秒

・９
の
大
会
新
で
県
大
会
へ
の
出

場
を
決
め
た
。
こ
の
記
録
は
従

来
の
記
録
を
１０
秒
ほ
ど
も
破
る

好
記
録
で
、
県
大
会
で
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。
な
お
、
副
島

は
１
０
０
ｍ
で
も
県
大
ズ黄
出
場

を
果
た
し
た
。
そ
の
他
、
男
一十

１
０
０
ｍ
の
近
藤
歩
ヽ
空
手
女

子
組
手
の
執
行
莉
奈
が
県
大
会

へ
の
出
場
を
勝
ち
取
っ
た
。

果

と頭

陸
上一
年
　
男
子
１
０
０
ｍ

近
藤
　
　
歩

一
年
　
女
子
１
０
０
ｍ

副
島
衣
緒
里

一
年
　
女
子
８
０
０
ｍ

副
島
衣
緒
里

空
手
道
女
子
祖
手

執
行
・　
莉
奈

現
在
活
動
し
て
い
る
む
活
動

は
団
体
種
目
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
男

子

・
女
子
、
サ
ッ
カ
ー
、
テ
ニ

ス
男
子
　
女
子
が
あ
る
の
で
、

来
年
か
ら
は
個
人
種
目
（陸
上

空
手

・
乗
道
　
水
泳

・
剣
道
）

に
加
え
て
、
団
体
種
目
で
も
出

場
す
る
予
と
ヽ
で
あ
る
。
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」作
程
休
対
高
で
朝
の
読
書
が

始
ま
っ
て
３
年
が
経
過
し
ま
し

た
。
読
害
の
時
間
１０
分
間
は
全

員
が
机
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
読
書
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う

で
す
。
新
聞
部
で
は
、
読
書
が

定
着
し
て
い
る
が
、
朝
読
販
外

で
は
ど
ん
な
時
間
に
読
ん
で
い

る
の
か
を
把
握
し
よ
う
と
、
６

月
鶴
日

（水
）
に
Ｈ
Ｒ
委
員
に

協
力
を
お
願
い
し
て
、
高
校
生

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
全

校
生
８
７
５
名
の
う
ち
８
３
０

名
の
回
答
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
よ
ｚ寧
こ

①
朝
読
の
時
間
以
外
ほ
と
ん
ど

読
ん
で
な
い
人
が
約
６
割
で
、

普
段
の
生
活
に
は
定
着
し
て
い

な
い
人
が
多
い
。

②
禾
よ
リ
マ
ン
ガ
　
雑
誌
を
読

む
冊
数
が
多
い
。

①
休
日
や
畷
な
時
間
は
い
つ
で

も
読
害
す
る
人
が
２
割
ほ
ど
い

る
。
な
ど
が
分
か
り
ま
し
た
。

Ql,1週 間の読書時間

④4時間以上
9%

②約2時間
2396

全校生徒の60%が 朝読の時間だけ本を読み、その他では本を読む
習慣が定着していない。

①50分
60%

041ケ 月に何冊読む?
④6冊以上

③3母常
5冊

:i8]iSi11日母llDq押
3911

1ケ月に読む本が1～2冊の生徒が83%で ある。6冊以上読む生徒も5%
おり、二極化されている。

_Q4.コ ヶ月に読むマンガ,雑誌は何冊?「0,本 を読むのはどれなとき?
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nO,iT番 心に残つた本

『世界の中心で、
愛をさけぶ』
(片山 恭 一著)

働

働

進歩に必要 なこと

斎藤 雅 本

整理賞を獲得
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